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もちに くいこと(中 島2001、1佐々木2003、中島2005など)や 、駐在員家庭 を想定
した海外子女教育では対応 しきれないこと(佐藤2001)など、困難が指摘 されている。
そ うした中で、北米か らは、 日系人 によって創設 された 日本語学校(中 島 ・鈴木編
著1996)や、補習授業校内部の多様なコース(モ イヤー尾間2005)、インターナショ
ナルスクールでの継承 日本語クラス(大 山 ・大 山 ・津田2006)など、学齢期の 日系国
際児 に継承語 としての 日本語教育を行 う、 さまざまな教育実践が報告 されている。一
方、 ヨー ロッパ では、 イギリスの国 際結婚 家庭の教育戦略 に関す る研究(Okita,
2002)や、 ドイツの補習授業校における継承語教育の現状の考察(奥 村2007)、スイ
スの継 承語学習者 を対象にした教材 開発(フ ックス清水 ・クレニン道上 ・カイザー青
木 ・ペ ルセニコ長森2004)や、スイスの 目本語学校における国際児のアイデンティティ
形成 に関する研究(渋 谷2007)などがあるものの、ようやく緒に就いたばか りである。
そこで、本研究では、国際結婚家庭が 中心に運営 しているスイスのA市 にあるA日
本語学校2)に着 目し、そこに長年通学 して高い 日本語力を習得 した女 性とその母親に
インタビュー調査を行 う。そ して、その母娘が、 日本語の価値 をどのようにとらえ、 ど
のよ うな 日本語学習 ・教育の体験 をしているのかを明らかにする。また、その母娘がイ
ンタビュー中で引用 している他者の語 りや、母娘の体験の語 り継がれ方を分析 して、当
該の 日本語学校で繰 り返 される、 日本語の価値や 日本語学習 ・教育体験をめぐる典型
的な語 りを明らかにする。その上で、そ うした語 りが 日本語学校を中心 としたコミュニ
ティの中でもつ機能について考察する。
2.研 究方法と理論的背景
2.1国際結婚家庭 をめ ぐるスイス とA市 の概況
4つの言語を国語 ・公用語 とす る多言語国家 ・スイスでは、子 ども達は、複数の言語
に囲まれて育つ。人 口の2割が外 国人であるスイスの中で、とりわけA市 は、地理的条
件や産業構成などから外国人比率が高い。A市 では、少数言語話者の母語学習 を促進
する母国言語文化 コース(KurseinHeimatlicherSpracheandKultur)を設け、
マイ ノリティの子 ども達の学業成績や就職機会の向上、社会の団結の強化 に努めてい
る。A日 本語学校もこのコースのひとつ として認 可され、教室の無料提 供、公立学校




















応 していない。他に、独 自の教材や 日本語能力試験のための教材などを使用している。
2.3研究の手法 と対象
筆者 は、2005年以来、スイス各地 を訪 問 し、国際結婚家庭の教育について調査 して
いる。A日 本語学校には調査者 として5回訪問 し、授業や行事などを参観するとともに、
関係者への聞き取 り(保護者 ・元保護者15人、 うち教師を兼ねる者5人 、生徒 ・元生
徒11人、保護者への集団インタビュー1回)や 、保護者に対す るアンケー ト、資料や
文献の収集を行ってきた。本論文では、これらの調査か ら得 られた情報を使用する。
本論文では、特に、当時21歳の女性Xさ ん とその母親Mさ んへのインタビューを取
り上げる。インタビューは、2007年8月、Xさ ん宅にて、奥 さんとMさ ん と筆者の3人
で、約4時間(う ち録 音は2時間19分)に渡って行われた。Xさ んは、1986年、 目本人
の母 とスイス人の父のもとにスイスA州 で生まれた。6歳でA目 本語学校に入学 し、イ
ンタビュー時 も在学 していた。インタビューは終始 日本語で行われた。Xさ んは、単語
のみ ドイツ語または英語で話すことが数回あったが、早 口の関西弁を流暢に話 し、 日本
語ゆえに自由に表現できないことは、筆者の観察の限りなかった。Xさ んは、インタビュー














本研 究では、インタビューで語 られ ることが、語 り手の思いや過去の出来事 をそのま
ま示 しているとは考えない。語 りは、すでに存在する語 りの引用や修正の中で生成する。
語 り手は、複数の解釈や表現の可能性の中か ら、特定の文脈にふ さわしいひ とっを選び
取って提示する。
桜井(2002)は、特定のコミュニテ ィ内で特権 的な地位 をしめる語 りをモデル ・ス
トー リー と呼ぶ。モデル ・ス トー リーは、そのコミュニティで生活す る者にとって、経
験を意味づける重要な参照点になる。 それに対 して、全体社会の社会的規範やイデオ
ロギーを具現 した支配的言説を、 ドミナン ト・ス トー リーと呼ぶ。モデル ・ス トー リー
は、 ドミナン ト・ス トー リーに共振することも対立することもある。
駐在 コミュニティでは、 「帰国に備 えて、 日本に住む子どもと同等の国語力を習得す
る」 とい う語 りがモデル ・ス トー リーにな りうる。一方、永住 コミュニティでは、 「目
本語は付加 的であ り、過度の強調は今 ここでの生活や将来を脅かしかねない」 とい う語
りも強い力をもち うる。また、スイス社会では、少なくとも教育界における公的な語 り
としては、多言語 ・多文化を尊重 しつつ社会の統合をはかる語 りが支配的である。
そ うした中で、永住予定であ りなが ら日本語の習得を目指す家庭 は、 日本語の価値
や 日本語学習/教 育の体験 をどのように語 っているのか。本稿では、 日本語学校 に長






3.1母親に とって の 日本語 の意味
Mさ んは、娘に日本語を習わせた理 由として、以下の2っ を挙げている。まず、Xさ
んの祖父母 にあたる自分の両親 との 「つながり」を 「保 ってほしい」 ことである。Mさ
んの母 は英語が 「全然できないので、この子達が(日 本語を)喋 らなかったら、全然意
思の疎通ができない」 と言 う。関連 して、Mさ んは、自分 と娘 とのつなが りに触れてい
る。 日本人である母親 を娘が理解するためには、「日本人はこうい う時はこ う考える と
か、こうい うことは嫌だと思 うとか」、 「日本のこともやっぱ りちょっとわからない と」
いけないとMさ んは述べている。
もうひ とつの理由は、「ちが う言葉ができる」 ことが娘 自身の 「財産」になると考 え
るからである。それは、 「直接仕事がみっかる」などとい う近未来的で即物的なメリッ
トではなく、人間の幅や考え方を広げるとい う抽象的なレベルで捉えられている。
ス替的に もやっぱ ク抛の譲 をやるっでいラのな 言案 だ'GfL"やな ぐて～ 文 危とか考え
方 とか、そ ういラのがやっぱ ク学ぶわゲだ)ラ珍 、ノ.努も広 がる じゃな〃bこ ういラふ う
に言葉 ができて こラいうふ う!こ君ラものか、 こういうふ うに考え でるのかなっでいラ
の〆汰 やつ〆プクノ丸が3広ぐなるで乙!ようo
Mさ んが語 る日本語の意味は、ひとっは、家族がわかり合い、「つなが り」を保っ こ
とであ り、 もうひ とっは、娘 自身の人間性や思考 を広げる 「財産」になることである。
3.2母親の 日本語 教育体験
では、Mさ んは、娘に日本語を習わせてきた経験をどのように語っているのだろうか。
「日本語を習わせることに迷いはなかったですか」 とい う筆者の質問に対 して、Mさ ん
は、 「なかったですね」 と即答 している。 しか し、直後に 「ただ、やっぱ り」 として、
「宿題やっていかなかった り、(娘が)『も う嫌だ』 とか言って、お友達 と遊ぺないとか、
そうい う時は、『ああ、どうしよう、かわいそ うだな』って思った」 と述べている。
また、Mさ んは、わが子 に 「最初か ら日本の ことを全然教 えないとかは」 「全然」
「思わなかった」 と述べている。一方で、第一子であるXさ んを身ごもった際には、子
どもを育てる言語について 「すごく心配」 したとも語っている。当時、Mさ んはまだ ド
イツ語ができず、夫は 日本語 をほとんど理解しないため、夫婦は英語で話 していた。 し
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か し、 「お互いに母国語 じゃない」英語で、 「本 当に子 どもと接する時に、怒 ったりとか
何かを言 う時に」、「本 当の感情のなんか適切な言葉が出てくるのか」に 「す δ ・悩んだ」
と言 う。 しか し、Xさ んが生まれてみると、 「自分は 日本語でべらべ らべ らべ ら喋って
て、こっちで生まれ育ったからドイツ語 は(娘 に)自 然に入 ってきたし、英語もけっこ
う英語 を知ってる人 とか、あの子は興 味をもってて」、産前の心配は杞憂に終わったと
言 う。
このよ うに、Mさ んは、一貫 して娘 に 目本語 を教 える意志をもち、それを自然 に達
成 したかのよ うに語ってい る一方で、折々には不安や悩みもあったと語っている。娘が
成人を迎え、共に日本語でインタビューに臨んでいる時点においては、娘に 日本語を教
えてきた経験を肯定 しているが、その過程 においては、さまざまな思考や判 断があった
と考 えられる。
3.3娘の日本語学習体験
次 に、娘のXさ んは 日本語学習の経験をどのように語っているのかをみていく。Xさ
んにとって、 「目本語 を習 うというのは」、 「赤ちゃん(の 時)か ら ドスンとかぶせ られ
た」 ようなものだった と言 う。Xさ んは、幼い頃か ら母親 と日本語で会話 し、 日本の絵
本やビデオ、童謡、そ して、時折会 う日本の祖父母 らに囲まれて育った。 目本語学校
への入学は、母親に 「決め られてた」。入学の時点で、 日本語会話に 「困ってる感 じは
しなかった」。幼少期の 日本語習得 は 「簡単だった」ので、生まれなが らに与えられた
「プ レゼン トみたい」だと言 う。 このよ うに、Xさ んの初期の 日本語学習環境は、 自ら
の意志や選択によるものではなく、与えられたものだった。
しか し、学齢期にな り、現地社会での行動や交友 関係が広がるにつれ、 目本語学習
は面倒な負担 と認識 されるようになって くる。友人の誕生 日パーティーの 日に日本語学
校がぶつかったことや 、夏休みに絵 日記の宿題が出たことな どが、「嫌な時」 として回
想 されている。それでも、 「厳 しい」母親 に日本語学校に 「行きなさい」 と言われ、「抜
けた らダメ」 と強制 される中で、Xさ んは惰 性的に 日本語学習 を継続 していた。
受 け身な学習態度 に変化 が生 じ、 「本 当に 自分か ら行って 日本語 を勉強 したいって感
じになったのは」、 「愛知万博の後」ではないかとXさ んは述べる。Xさ んは、高校卒
業か ら大学入学までに猶予期間があった18歳の時、母 に薦 められた愛知万博のスイス
パ ビリオンで働 くため、5ヶ月間単身で 日本に生活 した。応募 した際には、受け入れ側
から 「ちょっ と若 い」、「全然働いた経験がない」 と言われたものの、結局は 「日本語が
できるか ら来 て下 さいって言われた」。 このことは、Xさ んがそれまで無 自覚だった 自
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分の 目本語力の有用 さを認識する契機になった と考 えられる。
さらに、Xさ んは、21歳の時、今度は 自ら探 して、ボランティアとして 日本の地方
に5ヶ月間滞在 した。愛知万博には 「世界 中の人が来てた」 し、「目本人 とも触れ合 っ
た」 ものの、 「友達 とかにはならない」まま、「ぱっ とちょっと話すだけ」であったのだ
が、この時には、大人や子どもに英語を教 えた り、若者のグループ と交流 した りしなが
ら、 「友達できて、ふっ うの 日常生活みたいなもの」を経験 した。そ うした中で、かっ
て 日本は 「冒険の国だったものが、なんか リアルになって」きて、 「そこで生きるのが
楽 しいって感 じ」にな り、 日本が 「本 当に好 きなところになってきた」 と言 う。 「本 当
に 日本 にいて、 日本人 と一緒 に暮 らして、も うまわ りもほとんど日本人だったので」、
「目本 と私の間にある関係にとって」、前回以上の 「影響があった」 とXさ んは言 う。
Xさ んは、 「日本語ができてなかったら、2回、5か月間 目本へ行 って、そ うい う経験
してなかったと思 う」 と語っている。 日本にも 「本 当によい友だちもできた」Xさ んは、
「こっち(ス イス)の 友だちのこともいっぱい話 したし、こっちの友だちにむこう(目本)
の友だちのことも話 した し、なんか(両 方の友だちを).『会わせたい!』 って感 じになっ







レゼン みをるらったのだから、楽 しぐ畑 して鯱 れば ますまナ喜0莎壇えるんだを
、蟹っで〃、ま先
Xさ んは、 日本語環壌やその習得を当然視 していた幼少期 から、時に負担 に感 じつ
っ受け身で学習を続 けていた学齢期 を経て、 日本語によって 「本 当のコミュニケーシ ョ
ン」 を取 り、 「本 当によい友だち」を得 ることによって、主体 的に 日本語 を学ぶように
なってきた。 ここには、「緊張をもたらす苦難があり、つづいて危機(転 機、エピファニー)
が訪れ、解決(変 身、克服)が はかられる」(桜井2005、42ページ)と い う、典型的
なス トー リーの筋がみ られる。 日本 における万博やボランティアの経験が 「転機」4)
とな り、Xさ んは、受け身で、時に 「苦難」を伴 うものであった日本語学習 を 「克服」
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し、主体的に取 り組むようになった。 そ して、面倒であった 目本語には、「ダイヤモン
ドのよ うなプ レゼ ン ト」 とい う新 しい意味が与えられている。 このよ うに、Xさ んの 日
本語学習経験は、「苦難」があ りながら 「転機]を 経て 「解決」に至るとい う、安定 し
た型 を得て語 られている。
3.4娘 に とっての 日本語の意味の変化
次に、 「転機 」の前後におけるXさ んにとっての 日本語の意 味の変化 を、 より詳細に
みてい こう。先 に、Mさ んは、 日本語の意味 として、家族 を結び1寸けることと、娘 自
身の人 間性や思考を広げることを挙げていることを確認 した。 この うち、前者について
は、少 なくとも今回のイ ンタビューでは、Xさ んは言及 していない。家族 とのコミュニ
ケーシ ョン手段 としての 日本語は、Xさ んにとってはあって当然であり、ない とい う不
便や悲痛 さは実感 しにくいと推測 される。
Xさ んは、む しろ、 日本語学習 のメ リットとして、 「他 の言葉 を習 うのももっと簡 単
になる」 ことや、 「仕事を見つけるためとかでも、 もしか したらいい」 とい う、母親は
重視 していなかった近未来の即物的な側面を挙げている。
しか し、それ ら以上にXさ んが繰 り返 し言及 したのは、 日本語ができたからこそ、 日
本で 「本 当のコミュニケーシ ョン」を取 り、 「本当によい友だち」を得 ることが可能に
なった とい うことである。これは、Xさ んの言葉では 「可能性 とい うのがすごい広力aる」
ことであ り、母親 が挙げた後者、すなわち、本人の 「財産」 とい う日本語の意味であろ
うQ
さらに、Xさ んは、「ふたつ とも大好 きで、ふたっとももういっ しょにしたいぐらい」
のスイス と日本の大切な友だち同士を 「会わせ」て、 「行った り来た り」させたい、 と
述べる。
前からスイスの親 友 と 厂いつしよに日本ぺ行 こうノ と行 つでるけど今までは畑 やつた
し、 β本の友 だ'ちも!ヌイスへ疔 きたいよノ って行 っでるけど、来 るかな、 いつ来るか
なって感 じやけ(L"_o仲韜9行 った 久来た クしでほ しいな、ぼんとに。
この夢を実現 させ るためには、Xさ んの日本語力が重要な要素になるだろう。Xさ ん
にとって 日本語は、 自分の 「可能性」 を広げるだけでなく、友だち同士、ひいては、国
同士をつなげる意味をもちはじめていると考えられる。




母親に対 して、「日本語できてよかった。 ありがとう」 と述べている。Xさ んにとって
日本語 は、幼少期には自明であり、学齢期になって時に負担 となるが、成人を迎え る
頃には、 自分の 「可能性」を広げ、大好 きなスイスと日本 とを結び付ける 「宝物」へ
と、その意味を変化 させている。
なお、Xさ んは、スイス人男性 との子 どもを妊娠中の 日本人女性に、生まれて くる子
どもに 「日本語を教えた方がいい?教 えない方がいい?」 と聞かれた際、 「教えた方 が
いいよ」 と答えた と言 う。続 けて、Xさ んは、 自分 に 「も しハー フの子 どもがいた ら
(日本語を)教 えるな」と言い、「日本人 じゃない人 と結婚 し」て子 どもが 「クウォーター」
であって も 「教えたい」 と述べている。それを聞いたMさ んが 「よっぽど努力 しない と
無理」 と言 うと、Xさ んは、 「じゃあ、 日本人と結婚 しないと」 と笑い、「国際結婚 っ
て難 しいんやな」 と返 している。 こんなや りとりが 日本語でできることは、 日本語が母
と娘、そ して、その子 どもとを結び付 けていくことの象徴であ り、娘に母親を 「理解 し
てもらいたい」がために 日本のことを伝 えてきたMさ んの希望が現実化 した一場面で
あろう。Xさ ん自身は明確 には認識 していないが、国際結婚 をして海外でわが子に 日本
語を教 えてきた母親に感謝 し、共感することにあらわれているように、Xさ んの習得 し
た 日本語は、結果 として、家族の 「つながり」を保つことになっている。
4.引 用され反復される日本語をめぐる語り
4.1母娘による他者の語 りの引用





やっぱ ク、 β本語鞭 の先生風 なんと力瀦 プて 翻 ナて～そんなにたぐさん雛 と瓜
そんな1`Lなぐでもいのから、 ちょっとで も翻 ナでいぐといラのが凍事だわてお っしゃっ
てるか らね やっぱ クそ7だ なと想 ラ。 やなク丞 まっちゃった ら、 とi)んどんく2)をど)を,忘




同様 に、Xさ んも、 日本語学習になかなか主体的になれなかった学齢期に、 「『もっ
とお となになった ら、やっててよかったって思 うよ』 って先生に言われてた」 と語 って
いる。
この教師に対して筆者が行ったイ ンタビューによると、教師は、、日本語学習には 「い
ろいろな続 け方」 があり、やめないで 「綱々とでもいいから」続けることが大切である
と、ことあるごとに母親や子 どもに訴えていると言 う。また、 「あとでみんな 『よかった』
って言ってくれる」ことを、母親たちにも子 ども達 にも 「しつこく言ってる」 と言 う。
私な・いつ ら子 ど も達 に、/が)イノゴっでやっ てた らや っただ'Gf,やっ てよか った と、mラわ よ、
髞 ノ って、 こノ乙ノこ力謝1こ 、 んそうレ、ラノ欠達 を、芫 ∠生み でる、か らねL1っで言 っでる2から。
この ように、「なんとか続けて」いれば、将来 きっと 「やってよかったと思 う」 とい
う語 りは、A日 本語学校を中心としたコミュニティで繰 り返 し語 られ、参照されて、容
易ではない継承語教育/学 習の継続を支 えていると考えられる。
また、 「日本語できてよかった。あ りが とう」 とい う言葉 を娘から受けた際、Mさ ん
は、「やっぱり成人になって、ああ、やっててよかったって、やってた人は、やっぱ りやっ
ててよかった と思 うんでしょうね」 と述べている。Xさ んも、 「(やってた人は、やって
てよかったと)絶対思 うと思う」 と応 じている。 ここでもまた、続けていればあとになっ
て 「やっててよかったと思 う」 とい う語 りが繰 り返 されている。 さらに、 「やっぱ り」 と
い う表現が、「やっててよかったと思 う」 ことが予想 された事態だったことを暗示 して
いる。
この場面で、Mさ んは、 日本語学校 の卒業生 とその母親 の体験を引用 している。子
どもに 日本語を 「厳 しく教えた」その母親は、 日本語学校の記念行事で息子が卒業生
としてスピーチをする際に、「鬼婆みたいに怒 られたとか、そんなことを言われたらどう
しようって」 「心配 してた」 と言 う。 しか し、実際には、「す ごいいいことを言われた」。
そのスピーチの概要は、子 どもの頃は日本語学校を 「面倒」に思っていたが、「言葉の
勉強は鍵 を手に入れ ること」であり、 「その鍵で不思議な扉を次か ら次へあけることが
でき、その裏には別世界が待って」いることに気づ くに到 り、「日本語をみずから勉強





XXさんのとこの息子さんが言翻 τたのは 腱 を持たされたノ つてぬ、扉 を御げる。
それはすごぐよ嬬 仲 謝 あれ、本当そうだと、蟹いま先 だから、本当に鍵を渡 しで
鍵て棚 ゲるのは身分本スだけども、なんか鍵を渡 しで ひとつの扉を易易けられる鍵を渡
して～ やっぱクそ抛だを想いまナよね、日楴 学狡をやっでいるのなね　,
Xさ んも、同様に、「ほんまに鍵やなあ」 と賛同の意を表 している。 このスピーチは、
記念行事に参集 したA日 本語学校の多 くの関係者 が聞き、記念誌 にも掲載 されている。
また、筆者 の聞き取 り調査でも複数の人が引用 している。 日本語は、 「別世界」へとつ
ながる 「鍵」であ り、 「苦労」の分だけ 「格別」の経験を味わえる、 とい うこの卒業生
の語 りは、具体的な経験を伴いながら、 「なんとか続 けて」いれば、将来きっと 「や っ
てよかった と思 う」 とい う先の語 りを再生産 している。
逆に、他者の体験を反面教師として引用 しなが ら、 日本語は 「やっといた方がいい」
と語 られることがある。娘を何語で育てるべきか迷った経験を語った際、Mさ んは、子
どもに 日本語を教えなかった 日本人の母親について言及 している。
ちょっと鰯 ご、やっノプクβ本スの方 て气 もう私よ クだレ、しぶ}年肪 で もラ娘 さん もフヒ
ノ2Gこな られた方 に言わどZた。 やっ〆プク、続 けらノ乙たら〃、〃、でナよっで言 ラ。やっなρク丿鍵
さん ら大 きぐなってから、/なん でβ不語 を'zで ぐれなかったカヲ つで言われたっで言




厂どラしでそれ 仔 浜が號 がること丿 を翔 し切Fっでや らぜなか ったのyつ て ピ中略)後
で 僧 吩 の子 どもに丿言われまナよって～私ノま言ったん で沈 みんな1'`o本当にそラだ
か ら。
こうした語 りは、多 くの場合、本人 自身の体験ではなく、誰かの体験の伝聞である。ま























五Xちやん、それL愛 卸万靜 での蔭験7ね 、,先生、みんな1'言っでいい?ノ つて言っ
たら、厂いいよ。 いいよ。ノ つで言って～ 厂言っであげて1つ でい ラ廨 じて漁
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は ナごぐ甥いでる君 いお母さん達にはよいことだと想 ラんでナよ、ぞクいう ρシ グ
ンガ 協教酬 繖 を嫁 ぐ。それをするかしないか〆訪〃としZ,ああ、そういラ入 もい
るんだらていうれ
参加者か らは、 「親の立場か らの経験談は耳にすることがあっても、子 どもの立場 と
い うのはなかったので」、「Xさんの体験談は、特 に参考に」なったとい う感想 とともに、
「うちの(子 ども)2人 も、20年後にXさ んみたいに思ってくれるといいなあ…」 とい
う声が寄せ られている。また、「貴重な体験談を聞き、その中でも特に大きくなった ら
皆 日本語を勉強 して来た事に感謝 しているとい う話を聞いて、私も前向きに考え られ る
気がしま した」 とい う感想もある6)。
これ らか ら、Xさ んの経験 もまた、 「お となになったら、やっててよかったって思 う」
とい うモデル ・ス ト∵ リーを再生産す る具体例 として、繰 り返 し語 り直 されていること
がわか る。 こうしたモデル ・ス トー リーは、 日本語の今 ここでの必要性や近い将来の有
用性が感 じられにくい環境で、 さまざまな 「苦難 」に立ち向かっている国際結婚家庭の
親子に とって、 自分の経験や 目指す方向を意味づける上で、大きな支えになっている。












と思い、 中断すれば後 悔する、 とい う、 日本語学校の教 師や卒業生、年長 の母親達 の
語 りを参照 していた。
一方 、娘は、所与のもの として日本語環境 を享受 し始めるものの、学齢期には困難
も経験 していた。 そ うした場合には、教師や母親か ら日本語の将来 的な有用性 を説 か
れ、学習の継続を促 されていた。そ して、成人 を迎える頃には、 日本語によって可能 性
が広がる体験をして、 日本語を 「宝物」 と感 じるようにな り、 日本語学習 を 「やってて
よかった」 という語 りに深 く共感するようになっていた。
目本語 には価値 があり、その教育や学習 を継続 していればあとで喜びが訪れ、やめれ
ば悔いることになるとい う語 りは、A日 本語学校で繰 り返 されるモデル ・ス トー リ亠で
ある。各々の経験はこれに沿って意味づけられ、語 り継がれている。 日本語の必要性が
感 じられにくく、ややもすれば現地社会への同化が強調 されかねない永住 コミュニティ
において、 日本語を継承 してめくためにぽ 日本語の価値や 日本語 を介 して得た貴重な
体験を繰 り返 し語 ることは重要である。 日本語学校 は、単に教育/学 習機会を提供す
るだけでなく、モデル ・ス トー リーを再生産 し続けることによって、 日本語の継承を支
援 している。r'
ただし、語 りだけでは、 日々の教育や 学習の 「苦難」を乗 り切ることは保障されない。
佐々木(2003)は、年少の継承語学習者 に対 して、教師 ・家族 ・友人が 「有益だ」、
「大切だ」 と説いてもあま り効果 はないとして、む しろ、授業をおもしろくしたり、褒
めた り、賞や特典 を与えたりすることで動機付けることを薦 めている。A日 本語学校の
15歳のある生徒 は、 目本語学習 を 「楽 しいと思ってやったことはない」けれ ども、「将
来に役立つかもしれないってお母 さんとかにも言われているので」、「もしかしたら使 え
る」 と思ってがんばっている、 と述べてい る。 このように、学齢期か ら思春期にかけて














6)Aバ イ リンガルを考える会 「パネルディスカッション 『バイ リンガルを考える』開催報告」に
よった。
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